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一
、
メ
デ
ィ
ア
に
異
変
！

今
年
に
入
っ
て
、
俄
か
に
メ
デ
ィ
ア

が
動
き
出
し
た
。

週
刊
誌
に
、
テ
レ
ビ
に
、
新
聞
に
、

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
禍
と
共
に
、
脱
炭
素

問
題
を
取
り
上
げ
る
情
報
が
、
息
急せ

き

切
っ
た
様
に
、
溢
れ
出
し
た
。
ま
っ
た

く
今
ま
で
、
ワ
ク
チ
ン
と
再
エ
ネ
を
賛

美
す
る
こ
と
が
有
っ
て
も
、
否
定
す
る

声
は
、
報
道
機
関
か
ら
流
れ
た
試
し
が

な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
掌

て
の
ひ
らを
返
し
た
よ

う
に
、
国
民
に
訴
え
始
め
た
状
況
は
、

こ
れ
か
ら
益
々
顕
著
に
な
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

二
、「
N
H
K
ニ
ュ
ー
ス
」

か
らこ

れ
は
、
否
定
と
い
う
よ
り
問
題
提

起
で
あ
る
。

１
月
21
日
（
土
）、
仁
木
町
町
民
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
第
７
回「
S
T
O
P
！

風
車
学
習
会
i
n
仁
木
」
の
新
得
共
働

学
舎
・
宮
嶋
望
代
表
の
講
演
会
の
前
日

に
、
N
H
K
札
幌
の
朝
の
「
お
は
よ
う

北
海
道
」
で
の
ニ
ュ
ー
ス
で
特
集
「
風

力
発
電
は
自
然
と
共
存
で
き
る
？
」
と

― 

メ
デ
ィ
ア
が
動
く 
―
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の
タ
イ
ト
ル
で
、
10
分
間
ほ
ど
取
り
上

げ
ら
れ
た
。
そ
れ
を
一
部
紹
介
し
た
い
。

二
酸
化
炭
素
を
出
さ
な
い
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

風
力
発
電
に
ま
つ
わ
る
あ
る
問
題
に
つ

い
て
取
材
に
当
っ
た
小
林
デ
レ
ク
タ
ー
。

北
海
道
は
、
国
内
で
も
風
力
発
電
の

先
進
地
と
な
っ
て
、
現
在
9
7
0
基
も

の
風
力
発
電
が
稼
働
し
て
い
る
一
方
、

こ
う
し
た
急
増
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
も
出
て
来
て
い
ま
す
。

こ
の
日
、
札
幌
市
内
で
行
わ
れ
た
の

は
、
風
車
の
建
設
に
異
議
を
唱
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
注
：「
私
た
ち
の
北
海
道
を

“
再
エ
ネ
植
民
地
”
に
さ
せ
な
い
た
め
に
」）

で
す
。

建
設
地
周
辺

の
住
民
や
環
境

問
題
の
研
究
者

な
ど
お
よ
そ

2
0
0
名
が
全

道
各
地
か
ら
集

ま
り
ま
し
た
。

訴
え
て
い
た
の

は
風
車
に
よ
る

景
観
の
阻
害
や

風
車
の
翼
が
風
を
切
る
音
の
騒
音
被
害

で
す
。

「
99
・
4
％
の
住
民
が
、
建
設
反
対
と

い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
」（
当
別
町
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
ヒ
ル
ズ
町
内
会
会
長
）

「
事
業
者
は
、「
住
民
の
理
解
を
得
る

た
め
に
努
力
し
ま
す
」
と
言
い
ま
す
が
、

努
力
し
ま
せ
ん
」

（
小
樽
余
市　

風
車
建
設
の
中
止
を
求
め
る

　

市
民
団
体
代
表
）

主
催
者
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
3
年
で
風

力
発
電
事
業
に
反
対
す
る
人
の
数
が
急

増
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

「
原
発
に
代
わ
る
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
非
常
に
良
い
も
の
だ
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
自
然
度
の
高
い
所
で

あ
っ
た
り
、
国
有
林
内
で
あ
っ
た
り
、

2023 年 1 月 20 日（金）NHK 札幌「おはよう北海道」特集「風力発
電は自然と共存できる？」より（以下 4ページまで）
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場
所
を
構
わ
ず
作
ら
れ
る
こ
と
に
懸
念

を
抱
き
ま
し
た
。
本
当
に
し
っ
か
り
と

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。」（
北
海
道
風
力
発
電
問
題
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク　

佐
々
木
邦
夫
代
表
）

小
林
デ
レ
ク
タ
ー
は
、
報
告
し
ま
す
。

さ
ら
に
風
車
の
建
設
に
よ
り
野
生
動

物
に
も
、
大
き
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

絶
滅
危
惧
種
の
オ
ジ
ロ
ワ
シ
。
風
車
に

よ
っ
て
命
を
奪
わ
れ
て
い
る
と
い
い
ま

す
。
こ
ち
ら
は
、
道
北
地
方
の
海
岸
で

撮
影
さ
れ
た
映
像
で
す
。
飛
ん
で
来
た

の
は
オ
ジ
ロ
ワ
シ
。
次
の
瞬
間
、
回
転

す
る
翼
に
叩
き
落
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
風
車
に
鳥
が
衝

突
す
る
事
故
、
バ
ー

ド
ス
ト
ラ
イ
ク
で

す
。
こ
れ
ま
で
、
猛

禽
類
や
カ
モ
メ
、
鴨

の
仲
間
、
少
な
く
て

も
87
種
5
9
7
羽

が
被
害
に
遭
い
ま
し

た
。
中
で
も
オ
ジ

ロ
ワ
シ
は
被
害
に
遭
い
易
い
こ
と
が
分

か
っ
て
お
り
、
73
羽
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
被
害
の
実
態
は
、
さ
ら
に
深
刻

で
は
な
い
か
と
実
感
し
て
い
る
人
が
い

ま
す
。
環
境
省
の
委
託
を
受
け
、
稀
少

鳥
類
の
保
護
に
当
た
る
斎
藤
慶
輔
さ
ん
。

バ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
に
当
た
っ
た
猛
禽

類
の
治
療
や
検
死
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
故
の
連
絡
が
あ
る
度
に
、
現
場
に
向

か
い
、
事
故
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
来
ま
し

た
。「

飛
ん
で
逃
げ
る
こ
と
が
出
来
な
く

て
、
収
容
し
て
み
る
と
、
も
の
す
ご
く

体
重
が
軽
く
、
餓
死
寸
前
の
状
態
で
し

た
ね
。
右
側
の
翼
の
先
端
に
骨
が
飛

び
出
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態

で
・
・
・
・
・
」

斎
藤
さ
ん
が
感
じ
て
い
る
の

は
、
報
告
さ
れ
て
い
る
事
故
件

数
は
実
際
の
被
害
の
ご
く
一

部
、
氷
山
の
一
角
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
す
。

「
当
た
っ
た
け
れ
ど
も
、
跳

ね
飛
ば
さ
れ
て
見
つ
か
ら
な

い
。
さ
ら
に
は
、
他
の
動
物
に

食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
と
か
、
雪

に
埋
も
れ
て
し
ま
う
と
か
、
い

ろ
ん
な
原
因
で
見
つ
か
っ
て
い

な
い
も
の
が
沢
山
い
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
実
数
と
い
う
の

は
全
く
分
か
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。」（
猛
禽
類
医
学
研
究
所
代
表　

斉
藤
慶
輔
さ
ん
）

更
に
、
専
門
家
・
東
京
農
業

大
学
生
物
産
業
学
部
准
教
授
の

白
木
彩
子
さ
ん
か
ら
は
、
バ
ー

ド
ス
ト
ラ
イ
ク
に
よ
り
オ
ジ
ロ

ワ
シ
の
種
の
存
続
を
脅
か
し
か

ね
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

「
こ
れ
が
サ
ハ
リ
ン
の
南
端
に
な
り
ま

す
ね
。
で
、
こ
ち
ら
が
宗
谷
岬
で
す
。

鳥
が
渡
り
易
い
、
渡
り
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
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ク
地
形
と
い
う
の
が
世
界
中
に
あ
る
が
、

こ
の
宗
谷
岬
も
そ
の
一
つ
と
し
て
あ
げ

ら
れ
、
事
故
が
76
％
も
集
中
し
て
い
ま

す
。
‥
‥
‥
鳥
に
と
っ
て
重
要
な
場
所

は
、
十
分
な
調
査
を
し
て
決
定
す
べ
き

で
す
」
と
語
り
ま
す
。
典
型
的
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
地
形
の
道
北
地
方
で
、
現
在
、

大
規
模
な
風
車
の
建
設
計
画
が
進
ん
で

い
ま
す
。

環
境
省
環
境
影
響
審
査
室
審
査
官
・

新
田
一
仁
さ
ん
は
、
バ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ

ク
の
問
題
に
つ
い
て
、

「
バ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
の
防
止
は
、
環

境
省
の
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
政

策
で
あ
る
生
物
多
様
性
の
保
全
の

上
で
も
、
非
常
に
重
要
な
課
題
の

ひ
と
つ
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
専

門
家
や
地
域
に
精
通
し
て
い
る
地

元
の
方
々
や
自
治
体
の
方
々
か

ら
、
広
く
情
報
を
集
め
て
意
見
を

戴
い
て
よ
り
良
い
計
画
に
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
」

環
境
省
で
は
、
一
昨

年
か
ら
調
査
を
進
め

て
い
る
段
階
で
す
。
地

中
海
の
ジ
ブ
ラ
ル
タ

ル
海
峡
も
同
じ
ボ
ト

ル
ネ
ッ
ク
地
形
で
、
過

去
に
4
0
0
羽
以
上

の
鷲
が
犠
牲
に
な
り
、

そ
こ
で
、
夜
明
け
か
ら

日
没
ま
で
、
十
数
人
体

制
で
、
鳥
が
近
づ
い
て

く
る
と
風
車
を
止
め
る
と
、
被
害
は
10

分
の
1
ほ
ど
に
抑
制
出
来
て
、
か
つ
電

力
も
0
、
5
％
未
満
に
留
め
る
こ
と
が

出
来
た
と
い
う
報
告
。
し
か
し
、こ
れ
は
、

多
大
な
コ
ス
ト
と
労
力

が
か
か
り
、
日
本
で
の

導
入
は
無
理
と
い
う
の

が
実
情
だ
と
い
う
事
で

す
。そ

こ
で
、結
論
は
、「
本

当
に
自
然
に
優
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ら
、
鳥
に

も
優
し
い
取
り
組
み
が

必
要
で
す
ね
」
と
い
う

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
一
言
が
印
象
的
で
し

た
。三

、
道
新
朝
刊
に
、
全
国

各
地
の
撤
回
の
記
事

立
て
続
け
に
、
会
後
、
22
日
（
日
）

の
北
海
道
新
聞
朝
刊
に
、『
風
力
発
電
計

画
、
道
内
外
で
撤
回
』
と
の
見
出
し
で

二
面
ト
ッ
プ
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

「
税
収
は
魅
力
的
だ
が
、
企
業
の
説
明

が
不
十
分
で
信
頼
で
き
な
い
と
判
断
し

た
」
と
、
宮
城
県
川
崎
町
の
小
山
修
作

町
長
。
こ
れ
も
仁
木
町
と
同
じ
関
西
電

力
が
事
業
所
。
蔵
王
麓
に
風
車
23
基
を

建
て
る
計
画
だ
っ
た
。
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ま
た
同
県
丸
森
町
で
も
別
社
27
基
の

計
画
に
「
土
砂
災
害
の
リ
ス
ク
が
増
す
」

と
撤
回
を
求
め
て
い
る
。

20
年
以
降
、
宮
城
・
山
形
・
福
島
に

続
き
、
道
内
で
は
伊
達
市
が
計
画
中
止

と
な
っ
た
。

　

昨
年
9
月
末
時
点
で
、
全
国
の
風

車
事
業
数
は
1
4
8
件
（
道
内
21
件
）。

計
画
は
倍
の
2
8
7
件
に
上
る
。

そ
こ
で
、
記
事

は
、
仁
木
町
な
ど

の
64
基
の
計
画
に

触
れ
、
12
月
の
大
江
・
銀
山
で
の
一
部

住
民
説
明
会
を
紹
介
。

「
森
林
伐
採
に
よ
る
農
業
用
水
へ
の
影

響
」「
土
砂
災
害
」「
風
車
か
ら
発
す
る

騒
音
」「
生
態
系
へ
の
影
響
」
な
ど
、
住

民
懸
念
の
発
言
が
相
次
い
だ
と
す
る
。

有
志
に
よ
る
「
考
え
る
会
」
を
発
足
。

国
は
、
昨
年
4
月
施
行
の
「
改
正
地

球
温
暖
化
対
策
推
進
法
」
で
、
市
町
村

が
「
推
進
区
域
」
を
指
定
す
る
制
度
を

創
設
。
企
業
の
区
域
内
で
の
事
業
実
施

の
配
慮
を
求
め
た
が
、
道
は
そ
れ
を
策

定
中
。

し
か
し
、
北
海
道
環
境
審
議
会
か
ら

は
、「
国
の
基
準
の
丸
写
し
で
、
道
の
考

え
方
が
見
え
な
い
」と
の
指
摘
。
こ
れ
は
、

全
く
そ
の
通
り
で
、
道
と
し
て
の
意
見

や
提
案
が
下
り
ず
、
た
だ
事
業
者
の
意

見
計
画
を
鵜
吞
み
に
す
る
現
状
で
あ
る
。

ま
た
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
「
対

立
の
原
因
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

不
足
」
と
し
て
、
企
業
側
に
積
極
的
な

住
民
説
明
を
促
し
て
い
る
、と
。
し
か
し
、

企
業
側
か
ら
も
誠
意
あ
る
回
答
が
未
だ

得
ら
れ
ず
、
全
町
民
へ
の
説
明
会
呼
び

か
け
も
行
わ
れ
て
い
な
い
状
況
で
、
徒

に
日
延
べ
を
し
て
、
次
の
計
画
に
繋
い

で
建
設
を
合
法
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

四
、
関
電
不
祥
事
続
く

続
く
道
新
記
事
の
中
で
、
仁
木
町
等

に
は
、
関
電
側
は
、「
売
電
収
入
の
一
部

で
基
金
を
創
設
、
地
元
農
産
物
の
販
売

促
進
に
充
て
る
」
こ
と
を
検
討
中
と
あ

り
。
ま
た
、
役
場
広
報
部
も
、「
地
域
貢

献
策
と
し
て
話
し
合
っ
て
ゆ
き
た
い
」

と
述
べ
て
い
る
。

2023 年 1 月 22 日（日）北海道新聞（朝刊）より
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何
と
、
こ
の
記
事
の
4
日
後
、
ま
た

も
や
関
電
の
「
顧
客
情
報
不
正
閲
覧
」

の
不
祥
事
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。
昨

年
末
、
各
紙
一
面
ト
ッ
プ
を
飾
っ
た
関

電
主
導
の
「
カ
ル
テ
ル
疑
惑
」
で
、
全

国
民
の
顰ひ

ん
し
ゅ
く蹙
を
買
い
、
そ
の
口
車
に
乗
っ

て
1
0
0
0
億
円
の
課
徴
金
を
払
わ
さ

れ
る
中
部
、
中
国
、
九
州
電
力
。
こ
の

関
電
の
裏
切

り
行
為
と
独

り
無
罪
放
免

さ
れ
て
、
三

社
は
関
電
訴

訟
へ
の
法
的

手
段
に
打
っ
て
出
た
ば
か
り
、
舌
の
根

も
乾
か
な
い
内
に
、
又
も
や
ら
か
し
た

の
で
あ
る
。

仁
木
・
余
市
・
古
平
町
の
み
な
さ
ん
、

目
を
覚
ま
し
て
く
だ
さ
い
。
相
手
は
こ

の
海
千
山
千
の
関
電
な
の
で
す
よ
。

五
、
そ
も
そ
も
「
賦
課
金
」

と
「
固
定
価
格
買
取
制
度
」

と
は北

電
が
3
月
か
ら
電
気
料
金
30
％
値

上
げ
。

さ
ら
に
年
々
値
上
げ
さ
れ
る
風
車

や
太
陽
光
発
電
に
よ
る

賦
課
金
は
、
年
間
で
平

均

1

万
2
4
2
0
円

（
3
0
0
k
w
h
／
月
）
と
、

重
く
国
民
の
肩
に
圧
し
掛
か

る
。
一
時
、
A
L
L
電
化

流ば

や行
り
で
、
安
い
深

夜
電
力
の
蓄
電
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し

た
家
庭
は
、
今
一
月

10
万
円
内
外
の
電

気
料
金
を
支
払
う

羽
目
に
陥
っ
て
い

る
。

こ
れ
は
、
3
・
11

の
原
発
事
故
で
、
当

時
の
菅
直
人
首
相
が

原
発
依
存
か
ら
再
エ

ネ
に
大
き
く
シ
フ
ト

を
変
え
て
、
F
I
T

「
固
定
価
格
買
取
制
度
」
法
案
に
舵
を

切
っ
た
時
か
ら
、
物
事
が
狂
い
出
し
た
。

こ
れ
に
飛
び
付
い
た
の
が
再
エ
ネ
事
業

者
だ
。
20
年
間
、
固
定
価
格
で
大
手
電

力
会
社
が
事
業
者
か
ら
買
い
上
げ
る
政

府
の
決
定
。
施
設
増
税
費
も
建
設
投
資

コ
ス
ト
も
易
々
と
回
収
で
き
、
ノ
ー
リ

ス
ク
で
事
業
展
開
で
き
る
制
度
だ
。

経
産
省
「
調
達
価
格
等
算
定
委
員

会
」
の
提
案
よ
り
12
円
も
高
い
、
孫
正

義
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

社
長
呈
示
の
42
円

／
１
k
w
h
（
消

費
税
込
み
）
の
言

い
な
り
に
委
員
会

は
従
っ
た
。
ま
さ

に
法ぼ

っ
た
く
り外
な
価
格
と

補
助
金
に
累
々
と

事
業
者
は
群
が
り
、

22
年
度
は
総
額

４
兆
2
0
0
0
億

円
の
負
担
金
を
国

民
が
背
負
わ
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た

の
だ
。

何
故
、
執し

つ
よ
う拗
に

も
怪
し
い
事
業
者

が
こ
う
も
風
車
や
ソ
ー
ラ
ー
に
群
が
る

の
か
、
お
判
り
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
か
。

物
価
高
、
円
安
で
生
活
苦
が
あ
ち
こ

再生可能エネルギーで発電した電気を、電力会社が一定価格で一定期間買
い取ることを国が約束する制度

何度謝れば済むのか。信実なき虚礼です。
https://www.asahi.com/

https://newsdig.tbs.co.jp/

http://kettya.com/

https://www.enecho.meti.go.jp/
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      蓄電していない・気まぐれ発電は
・発電の立場からすると「困る」のです。「厄介なのです」
・なぜなら、火力か水力が、「いちいち対応しなければならないから」です。

・風力が発電して電気を送ってきた !  →
・火力発電はその分を、 停止しなければならない !  →
・風力が止まった !  →火力を再開しなければならない !

・電気が不要な夜に、風力が電気を送ってきた ! 
・→風力が送ってきた電気は、 放電して、ゼロにする。
                                                                                                    これが実態なのです !

ち
で
聞
こ
え
る
昨
今
、
そ
れ
で
も
関
電

の
安
手
の
地
域
貢
献
策
の
嘘
言
に
載
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
仁
木
町
特
産
物
は
地

元
販
売
力
で
、
外
の
手
を
借
り
ず
と
も

充
分
事
足
り
て
い
る
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。六

、風
車
は
、バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
電
力
が
必
要
、
本
当
の

意
味
を
知
っ
て
く
だ
さ
い

皮
肉
に
も
、
関
電
不
祥
事
記
事
の
下

に
「
新
設
火
力
発
電
は
、
原
則
脱
炭
素

燃
料
」（
6
ペ
ー
ジ
左
上
記
事
の
右
）
と

あ
る
。

何
度
も
取
り
上
げ
た
が
、
風
車
も
ソ
ー

ラ
ー
も
、
独
自
で
は
稼
働
も
発
電
も
出

来
ず
、
必
ず
や
火
力
・
水
力
の
メ
イ
ン

電
力
、
つ
ま
り
「
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
な
け
れ
ば
送
電
で

き
な
い
。

諄く
ど

い
よ
う
だ
が
、
こ
こ
が
、
一
番
の

要か
な
めだ
。
後
で
説
く
、
大
国
ド
イ
ツ
も
、

こ
こ
を
見
誤
っ
た
の
だ
。

風
車
は
、
風
の
吹
い
た
時
だ
け
、
ソ
ー

ラ
ー
は
日
の
照
る

日
中
だ
け
。
無
風

の
時
、
夜
間
の
間

は
ど
う
す
る
の
か
。
そ
れ
を
同
時
同
量
、

「
ジ
ャ
ス
ト
・
イ
ン
・
タ
イ
ム
」
に
保
持

せ
ね
ば
、
一
瞬
で
も
減
電
し
て
一
定
の

電
気
量
を
維
持
し
な
け
れ
ば
、
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
総
停
電
に
な
る
。
そ
の
為
に

余
計
な
、
い
や
再
エ
ネ
の
何
倍
も
の
火

力
水
力
の
電
力
を
補
填
し
た
り
、
無
駄

に
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
そ

れ
も
、
全
体
供
給
電
源
の
僅
か
1
％
か

ら
3
％
の
為
に
。
つ
ま
り
、
利
用
率
が

13
％
に
も
満
た
な
い
設
備
費
と
維
持
費

の
た
め
に
、
全
く
必
要
が
な
い
無
駄
な

二
重
コ
ス
ト
が
掛
か

る
。独ド

イ
ツ、
メ
ル
ケ
ル
首
相

も
嵌は

ま

っ
た
、
こ
の
分
か

り
切
っ
た
理
屈
や
構
図

の
罠
。
こ
れ
を
誰
が
払

う
の
か
。国
で
は
な
い
。

事
業
者
で
は
な
い
。
国

民
の
血
税
、
我
々
が
す

べ
て
支
払
わ
ね
ば
な
ら

な
い
の
だ
。
つ
ま
り

住
民
や
国

民
の
為
に

は
、
全
く

何
の
役
に

も
立
っ
て
い
な
い
。
寧
ろ
、

自
然
が
破
壊
さ
れ
、
健
康

が
蝕
ま
れ
、
財
産
が
奪
わ

れ
、
何
の
メ
リ
ッ
ト
も
な

い
の
だ
。
た
だ
、
事
業
者

と
外
資
の
利
益
の
た
め
に
、

国
民
の
税
金
が
外
国
に
持

ち
出
さ
れ
、
そ
の
建
設
維

持
で
益
々
国
民
は
塗
炭
の

苦
し
み
に
遭
う
の
だ
。

我
々
は
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
い
う
狡こ

う
か
つ
ろ
う
か
い

猾
老
獪
な
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
に
騙
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

七
、
地
熱
は
イ
イ
で
し
ょ

う日
本
は
火
山
国
、
温
泉
地
の
地
熱
発

電
が
有
効
で
は
な
い
か
、
と
の
意
見
も

多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
も
前
途
多
難
な

の
だ
。
地
熱
の
潜ポ

テ
ン
シ
ャ
ル

在
力
は
、
世
界
3
位

と
言
わ
れ
な
が
ら
、
即
、
商
業
化
出
来

る
地
熱
資
源
量
で
は
な
い
の
だ
。
そ
れ

と
大
量
の
利
用
は
、
温
泉
湯
が
枯
渇
す

「Meeting to know the truth of wind power」提供

https://www.solarmania.net/

秋野恵美子医師（元小樽市保健所所長 -低周波による健康被害）
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る
懸
念
と
Cカ

ル
シ
ウ
ムa
、
M

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
g
、
F鉄
e
、
Aヒ

素s

が
溶
け
込
ん
で
還
元
井
の
パ
イ
プ
を
詰

ま
ら
せ
る
為
、
大
量
の
濃
硫
酸
で
中
和

さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
環
境
汚
染
問
題

が
発
生
し
て
単
純
に
「
自
然
は
イ
イ
」

と
は
い
か
な
い
、
一
筋
縄
に
は
い
か
な

い
の
だ
。
特
に
Aヒ
素s
が
36
倍
も
の
事
例

が
あ
る
く
ら
い
、
逆
に
自
然
利
用
が
自

然
汚
染
の
温
床
と
化
す
危
険
性
が
、
そ

こ
か
し
こ
に
隠
れ
て
い
る
の
だ
。

誰
も
が
、「
風
な
ら
イ
イ
か
も
」、「
陽

の
光
な
ら
イ
イ
か
も
」
と
思
い
が
ち
で
、

疑
い
も
な
く
イ
メ
ー
ジ
だ
け
先
行
し
て

再
エ
ネ
を
賛
成
し
た
り
、
勧
め
た
り
す

る
。
そ
こ
が
落
と
し
穴
な
の
だ
。
風
車

に
対
し
て
、
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
民
衆
が
、

良
い
も
の
と
思
っ
て
い
る
事
か
。

八
、
ド
イ
ツ
が
、
再
エ
ネ

政
策
で
地
獄
へ
の
道
を

ド
イ
ツ
は
、
今
地
獄
へ
の
道
を
猛
進

し
始
め
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
、
初
め
て
明
る

み
に
。
ド
イ
ツ
の
こ
れ
ま
で
の
大
失
策

が
露
見
し
た
。

何
故
か
。
そ
れ
は
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
に
偏
重
し
た
た
め
だ
。

1
9
9
0
年
、
ソ
連
が
崩
壊
し
て
ロ

シ
ア
が
誕
生
し
た
時
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条

約
機
構
は
瓦
解
さ
れ
、
N
A
T
O
北
大

西
洋
条
約
機
構
は
目
的
を
達
し
た
の
で

解
散
す
べ
き
だ
っ
た
。
そ

れ
を
、
さ
ら
に
東
に
進

み
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
、
バ

ル
ト
三
国
へ
侵
攻
し
て
遂

に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
。
ロ
シ
ア
が
ウ
ク

ラ
イ
ナ
を
攻
め
た
の
で
な

く
、
実
質
N
A
T
O
が

占
領
し
て
ロ
シ
ア
を
追

い
込
ん
だ
の
だ
。
こ
れ
は

キ
ュ
ー
バ
危
機
と
同
質
の

顛
末
だ
っ
た
。

ドイツの再生可能エネルギー政策は失敗、メルケルは 2020 年、1990 年比で CO2 排出を 40%削減するのは無理で放棄した。日本は
ドイツのような失敗をしてはならない。（画像出典：再エネ神話の結末〜ドイツ・オーストラリアで見た現実〜」（2018.3.25：BS フジより）

https://geothermal.jogmec.go.jp/

https://enechange.jp/
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こ
れ
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
天
然

ガ
ス
の
パ
イ
プ
が
絶
た
れ
た
。
そ
れ
は

主
力
電
力
源
が
失
わ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、

再
エ
ネ
用
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
と
し

て
の
天
然
ガ
ス
の
供
給
が
絶
た
れ
た
た

め
、
風
車
も
太
陽
光
発
電
も
全
く
用
を

な
さ
な
い
も
の
に
な
っ
た
こ
と
が
、
こ

の
時
明
ら
か
に
な
っ
た
の
だ
。
メ
ル
ケ

ル
首
相
は
、
何
と
40
％
ま
で
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
美
名
の
許
に
、
再
エ
ネ

政
策
を
推
し
進
め
て
い
た
。
今
に
な
っ

て
、
初
め
て
6
万
基
も
の
風
車
が
、
い

ざ
と
な
る
と
無
用

の
長
物
で
あ
っ
た

こ
と
に
気
付
い
た

の
だ
。
余
り
に
も

遅
き
に
失
し
た
。

2
0
1
5
年
、

あ
の
1
0
0
万
人

移
民
化
政
策
が
、

人
道
支
援
の
同
じ

く
善
意
の
許
に
推

し
進
め
ら
れ
た
結
果
、
3
年
後
、
テ
ロ

や
強
姦
、
支
援
金
悪
用
な
ど
の
凶
悪
犯

罪
が
急
増
し
て
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

国
内
大
混
乱
の
元
凶
に
な
っ
た
の
と
同

じ
構
図
な
の
だ
。

環
境
立
国
を
誇
る
ド
イ
ツ
が
現
実
を

見
余
っ
た
、
余
り
に
も
現
実
離
れ
し
た

理
想
主
義
は
、
国
民
に
負
荷
を
掛
け

過
ぎ
る
政
策
に
陥
っ
た
。
そ
の
お
陰

で
、
ド
イ
ツ
国
民
は
、
3
倍
の
年
間

1
0
0
万
円
以
上
の
電
気
量
を
支
払
わ

さ
れ
て
い
る
の
だ
。
k
w
当
り
、
石
炭
・

石
油
・
天
然
ガ
ス
は
10
円
。
だ
が
、
太

陽
光
・
風
力
は
30
円
。
唯
々
諾
々
と
、

こ
れ
を
国
民
に
押
し
付
け
た
の
だ
。

C
O
₂
が
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
と

し
た
国
際
金
融
資
本
に
よ
る
N
W
O
世

界
新
秩
序
の
為
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
。
そ

の
虚
構
は
、
年
々
明
ら
か
に
な
っ
て
来

た
。
化
石
燃
料
の
埋
蔵
量
は
、
50
年
百

年
に
留
ま
ら
ず
、
新
た
な
資
源
発
見
で

こ
の
40
年
間
で
1
・
6
倍
、
更
に
増
加

傾
向
。
資
源
回
収
率
と
C
O
₂
低
排
出

技
術
は
年
々
高
度
に
進
ん
で
い
る
。

生
物
は
、
C
O
₂
と
光
合
成
が
必

要
な
の
だ
。
低
炭
素
社
会
と
称
し
て
、

C
O
₂
を
削
減
す
る
こ
と
は
生
物
の
生

長
を
阻
害
し
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
で
大
地

を
塞
ぐ
こ
と
は
光
合
成
シ
ス
テ
ム
を
遮

断
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
そ
し
て
、

ロシアから欧州各国に送られる天然ガスのパイプライン網

 

ドイツ国内での移民政策への大反対デモ

移民増

自然増減

https://atomica.jaea.go.jp/

https://jinf.jp/

https://www.scgr.co.jp/
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毎
年
３
％
ず
つ
劣
化
し
続
け
る
太
陽
光

パ
ネ
ル
。
そ
の
何
百
萬
と
い
う
パ
ネ
ル

廃
棄
物
の
毒
性
重
金
属
処
理
を
、
ど
う

す
る
の
か
。
20
年
も
持
た
な
い
風
車
の

処
理
不
能
の
残
骸
を
、
何
処
に
最
後
持
っ

て
行
く
の
だ
。

九
、
日
本
が
明
日
の
ド
イ

ツ
にそ

し
て
、
い
ず
れ
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
虚
構
と
欺
瞞
が
露
わ
に
な
り
、

日
本
は
明
日
の
ド
イ
ツ
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
経
済
も
自
然
も
人
心
も
、
国

際
金
融
資
本
と
外
資
の
思
う
ま
ま
に
荒

ら
さ
れ
、
操
ら
れ
、
日
本
は
最
後
の
草

刈
り
場
、
植
民
地
と
な
っ
て
行
く
。
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
超
過
死
亡
で
20
万
人

も
死
し
、
こ
れ
か
ら
も
ワ
ク
チ
ン
死
が

増
え
続
け
、
少
子
化
と
人
口
激
減
で
、

日
本
は
移
民
政
策
を
取
ら

ざ
る
を
得
な
く
な
る
だ
ろ

う
。
日
本
人
の
多
く
が
、

外
国
人
に
使
わ
れ
る
構
図

は
、
既
に
始
ま
っ
て
い
る
。

極
め
て
現
実
的
に
、
悲
劇

が
迫
っ
て
い
る
の
だ
。

そ
の
引
き
金
の
一
つ
が
、

中
国
資
本
が
深
く
関
わ
っ
て

い
る
ソ
ー
ラ
ー
で
あ
り
、
風

車
な
の
だ
。
こ
こ
で
踏
み
留

ま
ら
な
け
れ
ば
、
明
日
の
日

本
は
な
い
。

「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
」

2
0
5
0
年
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
政
策
。
こ
の
脱
炭

素
技
術
開
発
と
再
エ
ネ
の
安
定
供
給
に

欠
か
せ
な
い
蓄
電
池
工
場
・
半
導
体
工

場
な
ど
、
経
済
安
全
保
障
分
野
に
総
額

1
5
0
兆
円
を
投
資
す
る
も
の
。
20
～

30
年
後
に
実
現
で
き
る
か
否
か
の
技
術

で
高
コ
ス
ト
、
即
戦
の
競
争
力
に
は
な

ら
な
い
。
政
府
は
、
新
た
に
20
兆
円
の

環
境
国
債
を
発
行
し
、
今
後
10
年
間
で

官
民
協
力
し
て
約
1
3
0
兆
円
を
追

加
投
資
す
る
。
償
還
財
源
は
、「
炭
素

税
」
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
だ
。
こ

の
計ス

キ
ー画
案ム

は
、
民
間
企
業
は
製
品
価

格
に
転
嫁
す
る
他
な
く
、
仮
に
10
年
で

1
5
0
兆
円
を
回
収
す
る
と
な
れ
ば
、

年
間
約
15
兆
円
。
消
費
税
率
に
換
算
す

れ
ば
、
7
・
5
％
。
つ
ま
り
消
費
税
が

17
・
5
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
に
等
し

い
の
だ
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
え
ば
、
聞

こ
え
の
イ
イ
燃
料
費
無
料
の
理
想
の

十
、「
週
刊
現
代
」
さ
え

も
告
発

話
を
戻
そ
う
。
つ
い
に
は
、
体
制
側

で
黙
秘
し
て
来
た
と
思
わ
れ
る
週
刊
誌

も
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
被
害
、
そ
し
て

再
エ
ネ
加
害
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

「
週
刊
現
代
」
に
も
、
12
月
31
日
（
～

1
月
7
日
）、
1
月
14
日
（
～
21
日
）
号

に
わ
た
っ
て
、「
消
費
税
7
・
5
％
分
の

国
民
負
担
増
、「
持
続
可
能
性
」
の
大
ウ

ソ
、
日
本
人
を
不
幸
に
す
る
『
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
デ
タ
ラ
メ
』」
と
題
し

て
前
後
編
に
わ
た
っ
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
岩
瀬
達
哉
氏
が
投
稿
し
て
い
る
。

―
風
力
、
太
陽
光
、
地
熱
‥
‥
‥
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
は
無
条
件
で
「
善
」

だ
と
思
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
本
当
に
そ

う
だ
ろ
う
か
。
発
電
所
建
設
の
実
態
や
国

が
示
す
計
画
を
精
査
し
た
結
果
、
余
り
に

も
杜ず

さ
ん撰
な
実
態
が
見
え
て
来
た
―

日本だけではない…脱原発と再エネ普及のやり
すぎで苦しむドイツという反面教師
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Eエ
コ
C
O
で
あ
る
か
の
よ
う
に
錯
覚
す
る
。

だ
が
、
実
体
は
と
ん
で
も
な
い
金
食
い

虫
、
自
然
を
荒
ら
す
害
虫
だ
っ
た
の
だ
。

丸
森
町
で
は
、
平
均
風
速
３
ｍ
し
か

吹
か
な
い
。
４
ｍ
で
や
っ
と
羽
根
が
回

る
か
ど
う
か
な
の
だ
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
N
E
D
O
）

の
「
風
力
発
電
導
入
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

に
よ
れ
ば
、
1
0
0
％
発
電
率
（
設
備

利
用
率
）
は
「
20
％
以
上
あ
る
の
が
望

ま
し
い
」
3
m
で

は
、
20
％
も
達
し

な
い
ど
こ
ろ
か
、

最
初
か
ら
採
算
ベ
ー
ス
に
合
わ
な
い
自

明
の
理
を
ど
う
し
て
発
案
し
、
受
け
ら

れ
る
の
か
。

仁
木
町
と
て
同
じ
だ
。
海
岸
線
の

寒
風
吹
き
荒
ぶ
余
市
で
も
年
間
平
均

2
・
3
ｍ
。
内
陸
の
銀
山
で
は
そ
れ
以

下
。
そ
の
２
ｍ
そ
こ
そ
こ
の
風
速
で
、

1
8
0
ｍ
の
巨
大
風
車
が
ど
う
し
て
回

る
の
か
。
思
考
停
止
の
空
想
的
計
画
だ
。

更
に
山
を
削
り
、
盛
り
土
を
し
て
は
、

当
然
、
土
砂
災
害
を
誘
発
す
る
。
冬
場

の
故
障
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、
雪
深
い
山

道
を
ど
う
や
っ
て
向
か
う
の
だ
ろ
う
か
。

Sエス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

D
G
ｓ
と
は
、
持
続
可
能
で
あ
ろ

う
。
安
全
性
も
経
済
性
も
持
続
可
能
で

な
い
も
の
が
、
ど
う
し
て
、
罷ま

か

り
通
る

の
か
。
住
民
無
視
の
利
益
最
優
先
の
企

業
の
為
、
ど
う
し
て
田
舎
が
犠
牲
に
な

ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。

十
一
、
早
計
過
ぎ
る
協
定
、

法
制
化

「
パ
リ
協

定
」
で
は
安

倍
元
首
相

が
、
26
％

減
に
同
意
。

と

こ

ろ

が
、
菅す

が
よ
し
ひ
で

義
偉

前
首
相
は

2
0
3
0

年
ま
で
に

2
0
1
3
年
比
で
46
％
削
減
、
さ
ら

に
50
％
減
と
「
気
候
変
動
サ
ミ
ッ
ト
」

（
Cコ
ッ

プ
O
P
）
で
宣
言
し
た
の
だ
。
そ
の

対
策
が
先
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
戦
略
だ
。

粗そ
こ
つ忽
無
謀
に
も
程ほ
ど

が
あ
る
。
素
人
目
に

も
、
不
可
能
で
あ
る
こ
と
明
々
白
々
で

は
な
い
か
。

鎌
倉
時
代
後
期
8
0
0
年
前
に
北
海

道
に
渡
来
し
て
来
た
ア
イ
ヌ
民
族
を
「
先

住
民
」
と
菅
首
相
在
任
時
に
早
計
に
法

制
化
し
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
れ
以
前
何

万
年
間
、
北
海
道
に
在
住
し
た
縄
文
人
・

擦
文
人
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。
ア
イ
ヌ

は
「
後
住
民
」
で
は
な
い
の
か
。
北
海

道
史
の
事
実
を
踏
ま
え
た
上
で
の
法
制

定
だ
っ
た
の
か
。
禍
根
を
残
し
た
。

ま
た
、
E
U
が
2
0
2
0
年
5
月
に

公
表
し
た 

2
0
3
0
年
ま
で
に
化
学
農
薬

50
％
削
減
、
肥
料
20
％
削
減
、
有
機
農
業

面
積
25
％
以
上
と
い
う
目
標
を
掲
げ
た「
み

余市町の平均風速
（気象庁より）
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ど
り
戦
略
シ
ス
テ
ム
」
の
経
緯
。

2
0
0
1
年
有
機
認
証
制
度
J
A
S

法
が
施
行
さ
れ
て
22
年
。
増
え
る
処

か
、
減
る
一
方
の
有
機
農
業
者
。
全
農

家
2
6
0
万
戸
の
内
の
1
・
2
万
戸
。

農
地
は
0
・
5
％
の
2
・
4
万
h
a
に

過
ぎ
な
い
。
こ
れ
を
３
倍
の
6
・
3
万

h
a
を
ど
う
し
て
7
年
の
内
に
増
や
せ

ら
れ
る
の
か
。
50
年
ま
で
に
化
学
農
薬

使
用
量
を
50
％
減
に
す
る
と
。
こ
の
現

実
味
の
無
い
宣
言
に
、
C
O
₂
削
減

50
％
の
同
じ
響
き
を
感
じ
る
の
だ
。

現
実
に
我
々
有
機
農
家
に
何
の
メ

リ
ッ
ト
の
良
き
音お

と
づ
れ信
が
無
い
ば
か
り
か
、

小
農
業
者
を
切
り
捨
て
、
大
企
業
農
家

を
優
遇
す
る
に
必
死
で
あ
る
。
新
規
就

農
者
の
門
戸
は
、
閉
ざ
さ
れ
た
ま
ま
だ
。

除
草
剤
グ
リ
ホ

サ
ー
ト
や
殺
虫
剤

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ

ド
な
ど
世
界
中
で

禁
止
農
薬
在
庫
の

最
終
処
分
場
に
日

本
だ
け
が
名
乗
り

を
挙
げ
た
。
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
に
は

遺
伝
子
組
み
換
え

種
子
と
タ
イ
ア
ッ

プ
の
「
ラ
ウ
ン
ド

ア
ッ
プ
」
が
山
積

み
さ
れ
て
い
る
。

本
場
ア
メ
リ
カ
で

も
恐
れ
て
使
わ
ぬ

発
ガ
ン
性
除
草
剤

が
、
家
庭
菜
園
に

も
撒
か
れ
て
い
る
現
実
。
国
土
は
汚
染

さ
れ
て
泣
い
て
い
る
。

日
本
国
民
の
健
康
を
顧
み
な
い
首
長

が
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
を
推
奨
す
る
見
識

と
良
心
が
何
処
に
あ
る
の
だ
。
目
標
と

現
実
が
ま
す
ま
す
乖
離
し
て
行
く
。
余

り
に
も
粗
略
杜ず

さ
ん撰
な
政
府
方
針
は
、
机

上
の
空
論
、
文
面
の
体
裁
だ
け
で
あ
る
。

あ
れ
ほ
ど
嫌
っ
た
農
薬
塗ま

み

れ
の
中
国
の

農
産
物
。
今
で
は
日
本
の
農
産
物
の
方

が
上
回
っ
て
し
ま
っ
た
。

十
二
、「
再
エ
ネ
栄
え
て
、

国
は
亡
ぶ
」
最
後
の
選
択

は
、
あ
な
た
に

東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
の
有
馬

純
特
任
教
授
は
「
急
ご
し
ら
え
の
こ
の

戦
略
は
、
ま
ず
実
現
は
難
し
い
」
と
専

門
筋
も
断
言
し
て
い
る
。
米
E
U
の

削
減
目
標
は
、
そ
の
場
限
り
の
談
合
数

合
わ
せ
で
、
必
死
で
努
力
す
る
こ
と
は

毛
頭
な
い
。
首
が
挿す

げ
替か

え
ら
れ
れ
ば
、

前
言
に
責
任
な
く
、
言
っ
た
も
の
勝
ち

と
い
う
世
界
の
裏
交
渉
術
だ
。

そ
も
そ
も
、
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
は
世
界
で
３
％
。
1
5
0
兆
円

か
け
て
必
死
に
０ゼ

ロ

に
し
た
所
で
、
全
地

球
に
は
何
の
影
響
力
も
な
い
。
欧
米
に

忖そ
ん
た
く度
し
て
、
国
民
に
そ
の
皺
寄
せ
す
る

日
本
は
「
再
エ
ネ
栄
え
て
、
国
は
亡

ぶ
」
道
を
、
ま
っ
し
ぐ
ら
に
突
き
進
ん

で
い
る
。

さ
あ
、
ど
う
す
る
日
本
！

こ
の
ま
ま
自
滅
の
道
を
辿
る
か
。

は
た
ま
た
、
再
起
の
道
を
行
く
か
。

そ
れ
を
決
め
る
の
は
、
本
当
に

あ
な
た
し
か
い
な
い
。
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